
　　　　　　　　　　　水保町民の皆様へ　　～自治会からのメッセージ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自治会長　　　今井　薫

　　新緑の候、平素は自治会運営並びにまちづくり活動やボランティア活動など、深いご理解の下にご支援、
　ご協力賜っておりますことについて、感謝申し上げます。
　　平成２５年度も定期総会、組長・理事交流会、春祭りと計画通り盛り上がりの中で進めることが出来ましたことに、
　重ねて御礼申し上げます。

　　自治会の本年度の方針について４月１３日の総会でご承認いただきましたとおりでございますが、
　ポイントと致しましては下記に示すとおりでございます。

　１、　地区計画の検討　→　さらなる少子高齢化に向けた『水保の将来構想』に入りたい。

　２、　１２年前に埋めたタイムカプセルの開封となる継続イベント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　＜　個々の夢・希望・人生計画の進展確認と更なる夢の構築　＞

　３、　次期リーダーのスムーズな選任　→自治会執行部役員の決定・引継ぎ
　　　以上の事がらを主に進めて行きたいと考えております。

　なお、今年に入り日本全体の経済や公共予算、生活水準が好転しているようでございます。町民の皆様方のご意見を拝聴する

　中で、水保が輝き町民の皆さんも輝くよう努力致したく、引き続きましてご支援、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
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　　今  年  の  春  祭  り
　　　　５月５日こどもの日の祝日、恒例の春祭りが、晴天の下、盛大にとり行われました。

　　　　子供たちの歓声が響く中、樹下神社を出発した神輿が町内を練り歩きました。
　　　　特に今年は7年に一度の当番神社となり、きめ細かな行程で宮司参加の下、

　　　　例年以上に気合いの入った神輿渡行となりました。



　　　　新　入　生　紹　介

左から
今井　士煌（シオウ）君　　　　（今井貴善様）
 
高田　周作（シュウサク）君　（高田亮平様）
 
下村　真璃（マリ）ちゃん　　　（下村哲矢様）
 
今井　七彩（ナナセ）ちゃん　（今井豊様）

　子どもたちの田植え・ニゴロブナの稚魚の放流

　毎年恒例の子どもたちによる田植え体験とニゴロブナの
　稚魚の放流が、下村宗行氏所有の田で行われました。

　　　　　　　水保町における今年度の啓発事業に関する取り組みをお知らせします

  １、　自治会、まちづくり活動は「自主自立で皆が主役」の下に推進します。
  ２、　防災については、「自助・互助・共助・・・公助」の下に展開していきます。
  ３、　明るい笑顔と挨拶のまちづくりの実践に取り組みます。
  ４、　ゴミの分別、ゴミ出し日時の遵守。

　　　以上の事柄を重点項目に、今年度の啓発活動を進めて行きたいと思っております。
　　　つきましては、町民の皆様のご協力を宜しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　水保町自治会が防犯に関する表彰を受けました。

　　　5月28日、大津プリンスホテルに於きまして、長年にわたる町を挙げての
　　防犯の取組みに関して、近畿管区警察局及び近畿防犯協会連絡協議会
　　より表彰を受けました。これは長年、町民一体となって防犯に努めてきた
　　ことが評価されたものです。
　　ここ近年、犯罪は多発している傾向にありますが、水保町に於いての横の
　　繋がりは犯罪を未然に防ぐのに効果的であると考えられます。
　　これからも、より一層町民相互の繋がりを強固にし防犯意識を高めましょう。
　

毎年好評の人形劇 新聞の文字探しゲームに夢中の子どもたち

各児童が甘茶をお釈迦様の像にかける
灌仏の模様

龍谷大学の学生さんたちによる
レクレーション

たくさんの子どもさんが集まってくれました 水保の各寺院様のご指導のもと進行されます

花祭りの模様
５月12日（日）午前10時～11時30分　於：立像寺本堂
当日は、水保町内の小学児童ら約30名が集まり、町内の各寺院の住
職の指導、ＰＴＡ役員らの協力のもと、一同礼拝した後、法話を聴いた
り、献花（子供たちが花御堂に花を供える）や灌仏（お生まれになられ
たばかりのお釈迦様の像に、甘茶をかける）儀式や、龍谷大学宗教
教育学部の学生による人形劇やレクレーションゲームなどを行い、盛
況のうちに終えることが出来ました。


